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会議次第 

１ 開会 

２ 議題 

（１）総合事業・地域ケア会議等の仕組みと地域ケア推進会議につい

て 

（２）各地区の地域ケア会議及び住民主体サービス団体立上げ状況に

ついて 

（３）第７期高齢者保健福祉計画における地域ケア推進会議に関わる

検討事項について 

（４）住民主体サービス補助制度の見直しについて 

（５）「今後の地域での活動や取組」を効果的に推進するための支援

方策の検討について 

（６）地域の移動支援の検討状況について 

３ 閉会 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開会 

２ 議題 会長の進行により、議事が進められた。 

（１）総合事業・地域ケア会議等の仕組みと地域ケア推進会議について 

  ・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 

  ○基本チェックリストが開始され迅速なサービス提供が実現したとあるが、認定がなく

ても同様のサービスが受けられるということか。これまでの給付の利用についてはど

う変わるのか。 

  ●要介護認定申請をした場合は、介護認定審査会を通じて認定される。しかし、基本チ

ェックリストについては、高齢者支援センターが対面により認定し、事業対象者とな

った場合には、即日介護予防・生活支援サービスを利用することができる。 

  ○予防給付は受けられないということか。 

  ●事業対象者の利用できるサービスは、介護予防・生活支援サービスに限られる。介護

予防給付については訪問介護、通所介護以外については、これまでどおり要支援１・

２の認定を受けた方が利用できる。    

 

（２）各地区の地域ケア会議及び住民主体サービス団体立上げ状況について 

・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 

  ○地域ケア会議地域づくり部会の実績で、津久井地区が突出して多い理由はなにか。 

  ○津久井地区については、地区が広域で実情が様々なため地域を分割した会議も行って

いる。 

  ○参考資料として、他市の住民主体サービス実施状況について掲載されているが、全国

的にも補助制度が使いづらい、地域の実情に合っていないという意見が多く、受け皿

が広がらないと各市で困難を抱えていると聞いている。補助制度の見直しにより、受

け皿が広がるよう進めていただきたい。 

 

（３）第７期高齢者保健福祉計画における地域ケア推進会議に関わる検討事項について 

・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 

なし 

 

（４）住民主体サービス補助制度の見直しについて 

・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 



  ○補助制度の見直しについて取り上げていただいてありがたい。サービスが広がらない

理由は、事業所の担い手不足や保険給付費の増加を背景に、これまで事業所が提供し

ていたサービスを住民に実施してもらうといった目的に課題があったためではない

か。考え方自体を見直し、地域のコミュニティを醸成するような仕組みにするべきだ

と考える。相模原市には３００近くのサロンがあるが、今回の資料においてもその状

況については触れられていないなど、これまでの地域の取組について評価していない

印象を受ける。また、半数近くの地区にボランティアセンターを設置するなど、住民

主体サービス以外の取組も進んでいるため、そういった活動について評価していただ

いた上で、市として住民主体サービスについて検討していただきたい。 

  ●いただいた意見をもとに活動される方のニーズと合致するように制度の見直しを図

っているが、今回の見直しで不十分なことがあれば随時ご意見いただきたい。 

  ○要支援相当者とあるが、要支援１．２の認定を受けた人と事業対象者の認定を受けた

人ということか。支援対象者を限定しているのは相模原市独自の取り組みか。 

●要支援相当者については委員の発言のとおり。支援対象者については国から示されて

おり、全自治体同様である。 

  ○第７期相模原市高齢者保健福祉計画では住民主体サービス団体数を今の倍近く増や

す指標となっているが、通所型については概ね達成しているのではないか。訪問型が

３団体であり分析が必要と思うが、理由は把握しているか。 

  ●訪問型の居宅内活動については、トラブルが発生する可能性があるため、法人による

実施に限定していた。また、訪問型の活動内容を市が設定していた経過があり、立ち

上げにつながらなかったと考えている。今回の見直しでは市側の制限をなくし、実施

団体が活動内容を設定できるように改めた。 

  ○利用料金が有料でなくではならなかった点が改善されているため、団体数増加につな

がるのではないか。 

○資料に周知とあるが、意見を聴取する機会はないのか。 

  ●今後、地域団体等に幅広く意見を伺う機会を設けたい。 

  ○地域格差が心配されるところである。地区に立ち上がらなければどうするのかを検討

しておく必要がある。ヘルパーも人材が足りない状況の中、担い手不足については 

ボランティア精神だけでやっていけない部分があり、意識しながら進めていく必要が

あるのではないか。 

 

（５）「今後の地域での活動や取組」を効果的に推進するための支援方策の検討について 

・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 

  ○ベンチの設置費用が事業費ということで使用できない理由はなにか。 

●会議運営費は、会議の運営における費用にのみ活用できるためである。既にあるベン

チを活用して実施するなど工夫した活動を進めていただいている。 

 



（６）地域の移動支援の検討状況について 

・事務局より資料に基づき説明を行った。 

  【主な質疑】 

  ○訪問型サービスＤを活用した移動支援について、他市の取り組みを参考に検討を進め

ることができないのか。 

●導入の可能性について探っていきたいと考えている。しかし、総合事業自体の対象が

要支援相当者に限定している状況がある。ニーズがあるのは買い物と通院だが、必ず

しも訪問型サービスＤの範囲とならない。地域の交通に関することについては、公共

交通が基本的に担っていくべきで、そういった部署も含め情報交換をしながら、具体

的な取組について考えている。 

  ○移動販売、乗り合いについてタクシー会社と連携することは考えているか。また、事

業所等との連携が必要とされているのではないか。自治会館等行きやすい所で集う場

をつくる必要があると感じている。 

●地域の居場所への参加者同士がタクシーを利用し、乗り合いでスーパーに行くことを

検討している地区があるなど、様々な検討が進められている状況である。 

○社会福祉法人の車を活用している地区があるが、他地区においては実際に活用するこ

とにはつながっていない状況がある。どうして実際の活用につなげることができたの

か随時、情報提供していただきたい。 

●社会福祉法人の車両の協力だけでなく、運転手や車両の保険について法人負担で実施

できているためではないか。 

○そういった状況について社会福祉法人に伝えてほしい。実施したくてもどのように関

わるのが良いか社会福祉法人側も悩んでいる状況がある。 

○社会福祉法人の社会貢献が関わっている。施設協議会の中でもどのようにしたら、地

域に貢献できるのか議論を進めているところ。他地区でも福祉施設が車両協力してい

る状況等があるため情報提供していきたい。 

○移動支援については生活に根差した課題となっている。市関係課の情報交換を通じて

地域が動きやすいように進めていただきたい。 

 

３ 閉会 

以 上  

 



第６回相模原市地域ケア推進会議委員 出欠表 

平成 30 年 10 月 18 日開催 

№  氏   名 ふりがな 選 出 団 体 等 出欠 

１ 委員 秋知 明 あきち あきら 相模原市歯科医師会 出席 

２ 委員 浅野 友美 あさの ともみ 神奈川県理学療法士会 出席 

3 委員 油谷 和子 あぶらたに かずこ 神奈川県看護協会相模原支部 出席 

4 委員 石黒 雄彦 いしぐろ たけひこ 相模原市老人クラブ連合会 出席 

5 委員 伊藤 勉 いとう つとむ 相模原市民生委員児童委員協議会 出席 

6 委員 柿沢 正史 かきざわ まさふみ 相模原市シルバー人材センター 出席 

7 委員 黒田 協子 くろだ やすこ かながわ住まいまちづくり協会 出席 

8 委員 小池 恭子 こいけ やすこ さがみはら介護支援専門員の会 出席 

9 委員 小林 立 こばやし りゅう 相模原市高齢者福祉施設協議会 出席 

10 委員 澤田 弘之 さわだ ひろゆき 相模原市薬剤師会 出席 

11 委員 高部 博 たかべ ひろし 相模原市社会福祉協議会 出席 

12 副会長 陳 勁一 ちん けいいち 相模原市医師会 出席 

13 委員 富樫 るみ とがし るみ 
認知症高齢者をかかえる家族の会

友知草の会 
出席 

14 委員 原田 裕也 はらだ ゆうや 神奈川県弁護士会相模原支部 出席 

15 会長 久松 信夫 ひさまつ のぶお 
学識経験者 

桜美林大学 健康福祉学群 
出席 

16 委員 廣瀬 憲一 ひろせ けんいち 相模原市病院協会 出席 

17 委員 穂苅 健二 ほかり けんじ 相模原市自治会連合会 出席 

18 委員 松岡 一美 まつおか かずみ 神奈川県社会福祉士会相模原支部 出席 

19 委員 三木 香乃 みつぎ かの 相模原市介護老人保健施設協議会 出席 

20 委員 家田 未来子 いえだ みきこ 大野中高齢者支援センター 出席 

21 委員 今森 淳子 いまもり じゅんこ 城山高齢者支援センター 出席 

22 委員 矢口 君代 やぐち きみよ 田名高齢者支援センター 出席 

                            関係団体、センター職員別に五十音順 


